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である。看護学科 3年次生 46名 が質問紙に回答 した。質問紙は近藤 ら
9)が
開発 した 「精神看護学
実習におけるポシティブ体験についてのアンケー ト」を使用 した。質問項 目は,実習全体の評価 ,
受け持ち患者の反応,学生自身のコミュニケーション,看護実践,臨床指導者の承認・助言,教員
の承認 0助言,実習グループ,精神看護への関心の 8領域 32項 目で構成されていた。

























は,SST(socia skllls training)の ように慢性精神障害者
の良い点に着 目しそれを伸ばすことによって障害を
目立たなくしようとする考え方に基づいたポシティ

























指導者 との関わ り,グループメンバー との関わ りな
どが,学生の満足感や達成感の要因になると述べ ら







ケー ト」(Cronbach α係数 0。94)に よる研究では,ポ














































域 I。 実習全体 (3項 目), 領域Ⅱ.受 け持ち患者 (5
項 目), 領域Ⅲ。学生自身 (5項 目), 領域Ⅳ.看護
実践 (6項 目),領域V.病棟 と臨床指導者 (4項 目),
領域Ⅵ。教員 (3項 目), 領域Ⅶ.実習グループ (3
項 目),領域Ⅶ.領域Ⅷ.精神看護への関心 (3項 目)
の 8領域に分類される 32項 目である。回答法は「非




各項 目の得点の相関関係は Pearsonの 相関係数 を



















領域別平均得点の得点範囲は 1点 から6点 であっ
た。領域別平均得点は,実習全体について質問した
『領域 I.実習全体』が 5。 18点 ,実習課題に関連する
体験について質問した『領域Ⅱ.受け持ち患者』『領
域Ⅲ.学生自身』『領域Ⅳ.看護実践』が 5。 16,5。 01,
4.85,臨床指導者・教員からの実習サポー トについて
質問した『領域V.病棟と臨床指導者』『領域Ⅵ.教員』







目3,項 目6,項 目11,項 目20-29)に不すように,
「非常にそう思う,かなりそう思う」の範囲でポシティ
ブ評価があった。その中では,『領域Ⅶ.実習グループ』
が 5。 72点 ともっと高かった。
また平均得点 4点代であった 1領域『領域Ⅳ。看
護実践』については図 1(項 目9-11,項 目14-
17)に示すように主に「かなりそう思 う,ややそう
思う」の範囲でポシティブ評価があった。






領  域 平均得点注) 標準偏差
I.実習全体 (3項 目 :島。1-3) 0.52
Ⅱ.受け持ち患者 (5項 目 :M4-8) 5。 16 0.52
Ⅲ。学生自身 (5項 目 :陥.9-13) 5。 01 0.45
Ⅳ.看護実践 (6項 目 :M14-23) 4.85 0。 55
V.病棟 と臨床指導者 (4項 目 :m20-23) 5.48 0.06
Ⅵ.教員 (3項 目 :陥。24-26) 5.44 0.12
Ⅶ。実習グループ (3項 目 :陥.27-29) 5。 72 0。 08


































議憾        撤攀轟       聾≪藤6       《鷲纏














(r=0.62***),『 領域Ⅲ.学生自身』 (r=0.57***),『 領域Ⅳ .
看護実践』 (r=0。 66***),『 領域 V。 病棟と臨床指導者』
(r=0。 67***),『 領域Ⅵ.教員』 (r=0。 76***),『 領域Ⅶ .
実習グループ』 (r=0.80***),『 領域Ⅷ。精神看護への





(r=0。 70***),『 Ⅳ.看護実践』と『 Ⅱ.受け持ち患者』
(r=0。 75***)『Ⅲ。学生自身』(r=0。 81***),『 Ⅶ。実習グルー


















成長 した」「16。 患者に合 うコミュニケーションがと
れた」「19.精神看護の面白さを感 じた」であった。
反対に「非常に,かなりそ う思 う」とい う回答が 6
表 2
割に届かなかったのは「18.チームの一員だと感 じた」
の 1項 目だった。『領域V.病棟 と臨床指導者』『領
域Ⅵ.教員』『領域Ⅶ。実習グループ』を構成する 10






の 2項 目で 「非常に,かな りそ う思 う」回答が 7割
以上あったが,「 32.将来,精神看護をや りたい」は 6
割に満たなかった。
4.精神看護実践における体験のポシティブ評価に





域 V』『領域Ⅵ』『領域Ⅶ』に含まれる 26項 目との関
連を検討 した。
まず『領域 I。 実習全体』の構成項 目である「1.学
びがあった」「2.楽 に実習できた」「3.良 い体験がで
きた」の 3項 目すべてと 0。 4以上の相関があった項 目
は,「 8。 患者の反応に変化があった」「12。 自分 らしく






の 3項 目すべてと0.4以上の相関があった項 目は上記
の 6項 目に 「4。 患者が話 してくれた」「5.患者の励ま
された」「11.コ ミュニケーションのとり方が分かっ















Ⅱ.受持ち Ⅲ Ⅳ V と



































0。 56***    1。 00
0.37***    0.57***    1。 00
0.58***    0。 70***    0。 43*** 1.00
*p<.05 **p<。 01 ***p<.001
領 域 項  目









































































































































































































































































































た。なお『領域Ⅵ.教員』の 3項 目は『領域 I.実





「12.自 分 らしく行動できた」「19。 精神看護の面白さ
を感 じた」が 0.4以上の相関があった。
『 V.病棟 と臨床指導者』は『領域Ⅷ.精神看護ヘ
の関心』では,「 21。 指導者が傾聴 してくれた」を除
きすべての項 目で 0。 4以上の相関があった。『領域 I.











一方,「 2.楽 に実習できた」「3。 よい体験ができた」
の 2項 目と0.4以 上の相関があったのは,「 5。 患者に
励まされた」「8.患者の反応に変化があった」「12.自






『領域Ⅷ。精神看護への関心』の 3項 目と 0。4以 上




とれた」など 12項 目であった。その中で 「19.精神
看護の面白さを感 じた」「21.教員が傾聴 してくれた」
「25。 教員が承認 してくれた」「26.教員は適切な助言
をくれた」は 0.6以 上の強い相関があ り,特に 「19。






















































′だ廃ワ でゞきてまかった >,「 5.患者に励まされた」





























































ことノウ句Zごと」≠//だ >,「 12.自 分らしく行動でき
(35)
(36)












ラことを考え て夕 ιてクヽな″ヽった ><:彦1麦のコミュ
































デらか つた >,「 18.チームの一員だ と感 じた」<万
瀕1カ ンノ/レンヌ で庁者 さんのgク やヽグを のア務 を



















どてるあったのでしォ:寿 ιた ′́と1庸'と なった>
<翡1次のグ〃交・″ゞまかつた >,「 21.指導者が傾聴 し
て くれた」「22.指導者 が承認 して くれた」「23.指
導者は的確な助言をくれた」 <′ /ワ:夕導:著a″だ″
〃″1箋 ιてクヽたた｀クヽた ><´看1彦|″ifだ ″夕や属′〃
だつク`て/だバ｀イスを要'きあF′栄::塗｀′然・で:受′アス′れ てる















えなク)廓分だ菊づきわ列をあ る形 を実をでまた >
<認めるノ声″ゲ″ゞ
｀
な ぐ′行なな ぐιた >,「 27.グルー
プで情報交換ができた」「8.グループメンバーで助け
合えた」「29.グループでス トレス発散できた」<グ









で′淘物 を″か ιた形 を考える多 ιさや楽 ιさ
をグ ε夕殊:な るつた >,「 31.精神看護に興味をもっ
鹿児島純心女子大学看護栄養学部紀要 Vol.23,2019






































を見るのではなく,そ の人を看 るとい うことを体験
できるよう援助 し患者の個別性に合わせた看護の重




















を構成する 6項 目すべてにおいて 7割強が 「非常に,





















める言葉 と態度,思考 と実践を高める教授技術 11)は
学生の成長を助けるといわれている。
本研究では,学生 4～ 5人 に対 して教員 1人 が 2










































であ り,こ れ らの体験は学生にとって達成感や満足
感に影響すると考えられる。これ ら10項 目は「非常に,

























資i″だ′%|ん でクヽ多″呉′″1シ%アだ.勁'言/S｀ 6ら えた >と ,







































したら受け入れ られるかとい う方法を手探 りで模索
しながら相手を理解 しよう,相手を知ろ うとい う姿
勢で関わることにより,</:看農物潔ごなれるまうノ″
ガつてねノ ′″ ろンス形容2生沼:あ豪′Fろ ″` らノ θ′β>と 受










者́の解み を房t今 ク`′け'i″:タズイ ι′カンノ/レンヌ





























思 う」 とい う回答が 8割 を占めてお り,実習によっ
て患者 とのコミュニケーションが成立 し, 自己の成
長を感 じ,実習のしやす さや指導者・教員 との関わ
りにおいて体験的によいイメージや肯定的感情を得
























かったこと,学生 自身においては, 自分 らしく行
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The Analysis of Students'Positive Experience in Mental
Health Nursing Practicum
Wloshihiro Shilnono
Departlnent of Nursing,Faculty of Nursing and Nutrition
Kagoshilna IIIlinaculate IIIeart I.Jniversity
Key words:positive experience,lnental health nursing practiculγ l,nursing students
Abstract
This paper ailns at analyzing students'pOsitive experience in RIental Health Nursing:PracticuΠ l and
its backgrounds.46 Nursing students of the third year participated in the survey.The survey used herein
is“The Survey of Positive:Experience in RIental Health Nursing Practiculn''deve10ped by:K:ondo et a19).
Tlile questions consist of 32 itelns,covering eight areas of overall practicunl estilnation,reactions of patients
in charge,students'colninunication acts,nursing practice,clinical instructor's approval and advice,teach―
er's apprOval and advice,practicunl grOup,and interest in httental Health Nursing.
The survey result shows the positive evaluation of eight areas ranges froln 4.85 to 5。 72 and that the
highest is that of practiculn group.The lnain related factors in the overall practiculn positive evaluation
are the teacher's listening,apprOval and accurate advice,the changes in patients'reactions,ability to act as
usual,and realization ofinterest in Mental Health Nursingo The sense Of accOlnplishrnent in Mental Health
Nursing Practicun■ is related to colnlnunication lnethods with patients,the understanding needed supports
in daily life as well as student's own feeling of being able to act as usual and of their own growtho Colnlnu‐
nication establishrnent with patients,realization of self… growth,easiness of practicunl and relation with in―
structOrs and teachers are fOund tO cOntribute tO the students'1■ OtivatiOn tO d0 1dlental Health Nursing。
